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株式会社中国銀行

営業統括部 地域開発チーム

PPP／PFIの取組みにおける
地域金融機関の役割



地域をもっと元気に！

アグリ関連分野

地域特産品の国内外への販路拡大
新しい特産品の発掘など、瀬戸内エリアの
食と農のブランディングをサポート

地方公共団体

地域インフラの維持に向け
地方公共団体との連携によるＰＰＰや
ＰＦＩを含めた提案型ソリューションの実施

環境関連分野

再生可能エネルギー分野の発展、省エネルギー
投資の促進に向けた需資発掘に注力

観光関連分野

観光事業者向けセミナーや地域の
観光資源を活用し地域内の交流人口
増加に向けた取組みを実施

医療・介護関連分野

新規開業、建替え等の経営ニーズや高齢化
社会に向けて、地域医療・介護の発展と連携
をサポート

大学、外部専門機関

提携大学や外部専門家と地元企業の
橋渡しや補助金情報の提供を行い、
地域内の創業・産学金連携を促進

地域のお客さま
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地域開発チーム
（ 25/6発足、21名体制 ）

成長業種FA財務開発

地域業務開発
情報センター

融資FA

本部関連部 コーディネート

１．地域開発チームの概要（全体像）



 
 

自治体 事業内容 事業類型 事業開始時期 

岡山県 リサーチパーク・インキュベートセンター施設整備・運営事業 サービス購入型 平成15年4月 

岡山市 当新田環境センター余熱利用温水プール施設整備・事業 混合型 平成16年4月 

倉敷市 倉敷市・資源循環型廃棄物処理施設整備・運営事業 混合型 平成17年4月 

香川県宇

多津町 
新給食センター整備・運営事業 サービス購入型 平成19年2月 

法務省 山口美祢社会復帰促進ｾﾝﾀｰ整備・運営事業 サービス購入型 平成19年4月 

国土交通

省外 
中央合同庁舎7号館整備事業（霞ヶ関ビル隣地再開発） サービス購入型 平成20年1月 

法務省 島根あさひ社会復帰促進ｾﾝﾀｰ整備・運営事業 サービス購入型 平成20年8月 

 

◆中国銀行のＰＦＩ取組実績
・平成１５年にＰＦＩ事業向けファイナンスに参加以来、７件の案件に参画

地域企業からの要請にもとづくFA業務や、レンダーとして継続的に業務に関わっていくために
も、政府系金融機関やメガバンクに人材を派遣し体制を整備

２．当行のPFIの取組実績



◆ちゅうぎんＰＰＰ／ＰＦＩセミナー
・ 地域内でのＰＰＰ／ＰＦＩを普及させるべく３回のセミナーを開催

◆岡山PPP交流広場（地域プラットフォーム）への協力
岡山PPP交流広場（地域プラットフォーム）の目的に賛同し、今年度の全４回の開催

場所を提供。

岡山経済研究所は、岡山市、日本政策投資銀行、日本経済研究所、内閣府と連携

して業務遂行をお手伝い。

第１回 ちゅうぎんPPP／PFIセミナー
～PFIで公共事業はどうかわるのか～

第２回　 ちゅうぎんPPP／PFIセミナー
～民間との連携で公共事業はどうかわるのか
新たな公民連携のかたちについて考える～

第３回　ちゅうぎんPPP／PFIセミナー
～PFIコンセッションセミナー水道事業版～

開催日 平成25年12月 平成26年2月 平成27年１月
開催場所 中国銀行 本店 倉敷市民会館 中国銀行　本店
参加人数 約100名 約120名 約８０名

講師
（一財）地方自治体公民連携研究財団
　　　企画開発部長　藏田　幸三　氏

東洋大学経済学部教授兼ＰＰＰ研究センター
　　　　センター長　根本祐二　氏

・総務省　自治財政局公営企業課
　　理事官　藤原　俊之　氏
・㈱日本政策投資銀行　　地域企画部
　　担当課長　中村　欣央　氏
・㈱日本経済研究所　社会インフラ本部
　　インフラ部長　佐藤　友美　氏

主催 中国銀行、（一財）岡山経済研究所 中国銀行、（一財）岡山経済研究所
中国銀行、（一財）岡山経済研究所、

㈱日本政策投資銀行

３．当行のPPP／PFIの取組内容

人口減少、地方公共団体の財政逼迫、公共施設の老朽化が進むなか、既存ストックの計

画的なマネジメントが必要となってくるため、今後、ＰＦＩのように民間の資金や知恵を活用した
公共施設整備を促進すべくセミナー等を開催



４．地元企業のPFI参画を促進していくためには

① 代表企業なるだけのPPP／ＰＦＩに対する情報、知識不足
⇒ セミナー・勉強会開催、個別相談によりお手伝い

まずは、PFIの構成企業として参画し知識を習得

② 企業団（コンソーシアム）の組成が困難
⇒ 地元企業に関する情報力を活かしたコーディネート（コンソーシアム

組成の支援）

③ 大手企業に比して、信用力が低く資金調達が困難
⇒ 資金調達に向けたキャッシュフローモデル作成やプロジェクトファイナ

ンス等の借入スキームのアレンジおよびFA業務による支援

④入札しても、落とせるかどうか分からず、多額の入札コストを支払えない
⇒ 現在の、PFIの入札では資料が大量のため、必要最低限のものだけに

してみてはどうか等、民間の意見を自治体にフィードバック

⑤PFIが今後でてくるか不明な状況で、会社の人的資源を割くことが難しい
⇒ 自治体が出せる範囲内での、案件リスト等の情報提供等を提案



地元企業
（代表企業）

地元企業
（構成企業）

地元企業
（構成企業）

地域完結型

地元企業
（代表企業）

地元企業
（構成企業）

地域外企業
（構成企業）

パートナーシップ型

５．地元企業参画スキーム

地元企業参画方法

地域外企業
（代表企業）

地元企業
（構成企業）

参画型

地域外企業
（構成企業）

定義 地元企業のメリット

参画型 構成企業としてのみ地元企業が参画 ・企画提案等の煩雑な作業の軽減
・PFIに関する知識習得

パートナーシップ
型

地元企業では対応できない業務について
地域外企業が対応

・地元企業だけでは対応が難しい案件への参画
機会創出
・専門的ノウハウの習得

地域完結型 代表企業、構成企業を全て地元企業で対
応

・収益性の極大化
・企画提案力の向上

地元企業もPFI案件に参画することによりノウハウの習得

ノウハウ習得のためにも自治体からの案件創出が必要



６．当行グループのＰＦＩに対する取組体制

PFIに対する役割

当行と岡山経済研究所が役割を分担して、地方公共団体、民間事業者へ関与していく。

ＰＰＰ／ＰＦＩの掘り起しから、期間終了まで中国銀行グループ
として積極的関与

中国銀行 岡山経済研究所

ＰＦＩ導入前
・地方公共団体、民間向け勉強会
・民間事業者のコンソーシアム組成

支援

・他機関と連携して、ＰＦＩ導入可能性調
査の受託

ＰＦＩ導入時
・民間事業者へのファイナンススキー

ムの提案
・シンジケートローンの組成

・他機関と連携して、公共側アドバイザー
として実施方針、事業契約等作成を受託

ＰＦＩ運営期間 ・案件のモニタリング －



現状、サービス購入型の案件が多いが、サービス購入型に比して、公共側の資金
負担が軽減される、混合型、独立採算型の案件掘り起こしも重要

公共 ＳＰＣ 利用者

事業契約

サービス購入費

サービス提供

サービス購入型

公共 ＳＰＣ 利用者

事業契約 サービス提供

利用料サービス購入費

混合型

公共 ＳＰＣ 利用者事業契約

サービス提供

利用料

独立採算型

７．PFI案件の創出に向けて
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